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　西アジアにおける通貨は，他の交化圏にみられるとおなじく，秤量：貨幣・鋳込地金・

鋳造貨幣の段階を経て発達し，古くより金・銀が，価櫨の標準として，ひろく使用せら

れた1）。イスラ・・一ム支配下の西アジアにおいて貨幣制度が確立したのは，アッバース朝

tAbb盒sidsの時代であって，だいたい旧サ・・一サーン朝の領域であった両河以東の東部地

域では，ディルハム賀をもってする銀本位糊が，また旧ローマ帝国の支配下にあった西

部地域では，ディ・・一ナール貨による金本位鯛が，それぞれ優勢であった2）。九世紀後半

よりのち，この王朝の衰退によって，東部辺彊のホラre一サーン，マーワラーアンナフル

などを中心として，サーマーーン朝S含m蝕ids（874～999）以下の諸王朝が，また西部隅

肉のエジプト，・でプリPtキヤなどには，フプーティマ朝F食timids（909～1171）など

の諸王朝が成立し，独潜の賀幣制度をもつtl　qL）。濫意すべきは，これら諸王朝のうち，

東のサーマーン朝が公定馬丁として発行した銀貨のうち，「ギトゥリーフィe－」（gh＃；rif宝）

貨は，その半分に近い分量が，銅などの卑金属であって4），合金貨幣と称すべきもので

あること，また西のアイユ・一ブ朝Ayyabids（1174～1250）の各錘銀貨のうち，純銀の

「ヌクラ」　（ngqrah）貨をのぞくと，爾余の数種の銀貨は，いずれも銅を混ぜられて

いるが，その銀の純分にたいする銅の数量の比率は，複雑で且つ正確であること5）。な

どによって，当時のイスラーーム世界における冶金技術の水準が高度のものであったこと

が推定される点である。とりわけ，前者は，その額面価値が実質価僖を伴わない所謂

「名闘貨幣」の西アジアにおける噛矢ともいうべきものであって，のち十三世紀後半

に，イルハーン朝治下のタブリーズにおいて発行きれた一種の紙幣6），及び十四世紀

前半に，イスラ…一ム支配下の北インドにあって，デリーを首都とするトゥグルック朝

Tughluqldsが発行した銅を素材とする代屑貨幣（後述）などの先駆としての役割を果

しており，西アジアの通貨史上に占める意義は小さくない。

　とりわけ注意すべきは，サーマ・一一一ン朝治下にあって，これらの銀の合金貨とならん

で，別に鋼貨が流遍しているが，それが爽鍮貨であると想定せられることである。この
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ことについて貴露な史料をのこしているのは，イブン；ファドゥラーンの旅行記7）であ

る。西暦921雑6月にバグダードを出発し，翌年の5月にヴォルガ河畔のブルガール王

のもとに到達し，カりフ，ムクタデEルの書状を奉呈している。かれがその旅行の往路

において経由したブハーラーに関する記述のうちに，次のようにみえる。この地でみた

貨幣のうちに，銅・真鍮でつくられたジギトゥリーフィー銅貨」があって，その銅貨100

枚が「ギトゥリt一一一フィー銀貨」1枚に相当する。この外にも二種の銅貨（輿図貨）があ

り，その一つは，その銅貨4G個で1ダ認可ク（δ蝕iq）の霊さがあり，他の一つは，

「サマルカンディーーヤ」とよばれ，それが6鰯で1ダーニクの重きがある，と。

　　それ（ギトゥリーフィー・一　tw貨）は銅・真鍮・真鍮8＞で〔つくられて）あり，秤量

　　することなしに，それ100個がディルハム銀貨1偲に請上される。……かれら

　　（ブハーラ二一の住艮）は，他の莫鍮のディルハム貨をもち，それの毒価は，それ

　　の40欄が1ダーニクにあたる。かれらはまた，サマルカンディーヤとよばれる輿

　　鍮のディルハム貨をもち，それの6燭が1ダーtニクにあたるa（hiya　nullasenn

　　wa　shabah2‘n　wa　＄ufrU’i　ya’lthudhtt　min－h2　t　idad“’3　bi－la　wazni　ml’at？“n

　　min－hS　bi－dirhami　fiddatin・・・…wa　la－hum　darahimU　altharU　sufri”　wa

　　haddu－hu　arba’fn“　min－ha　bi－daniqi”　wa　la－hum　aid“n　（larSkimth　＄ufrin

　　ya（121u　li．h含　as．，samarqand圭yya£αsittatun　minレh盒　bi－d盗鍛圭q沸）　（Ibn　Fa（具し，

　　ibid．，　S．　5，　Z．　21一一S．　6，　Z．　4．）

と。このファドゥラt一一・’ンとほぼ縦揺…代（茜暦96！年ごろ）の壷折であるイブン・ハウカ

ルの地理轡9）のマーーワラーアンナフルの条には，これ1こ梢応ずる記載がみえる。即ち，

ブハーラe一一・には，鉄・莫鍮・鉛その他の合金貨である「ギトゥリーフィ”一」というディ

ルハム銅貨がある。この外にも，「ムハンマディーヤ」とよばれるディルハム貨があ

り，また「ムサイヤビーヤ」とよばれる良質のデ8ルハム銀貨がある，と。

　　それ（ギトゥリーフィー銅貨）は鉄・真鍮・鉛㌧・その他を素材とするデdルハム

　　貨で，忙々の物質が結合せられた混合物である。……またそれ（本位貨幣且u⑪d）

　　にはムハンマディーヤとして知られるディルハム貨があるe……またそれにはム

　　サイヤビーヤとして知られるものがある。それはかれらの貯蔵するものであっ

　　て，すべてにおいてディルハム銀貨であるイスマーーイーリPtヤ貨に勝っている。

　　（h呈ya　darahimun　rc圭lt！3ad宝di’n　wa＄ufrin　wa蝕ukl㈱　wa　gha唱言dh義難ka

　　min　al－akiilati　bl－jawahiri・　mukhtalifatS　qad　rukl〈ibat・…一・wa　mln－ha

　　dar含himun　ta’r圭ftt　bま一i－muhammad圭yyati……wa　mi訟一h含shai’zen　ya．昭r撫
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　　bi－1－mttsayyablyyati　wa　hiya　min　dhal〈ha’k’e－him　wa　yu£adduifina　1－jamlt“

　　“ala　d－daraAhimi　1－wariqe　1－ismati’liyyat‘）　（Hauq．，II，　490，　6－ll．）

と。

　この三者を比較するとき，その素材である金属の種類に差異こそみられるとはいえ，

真鍮を含む含金貨「ギトゥリーーフィー」がブハーーラー一でホ位貨幣として流通していたこ

と，「サマルカンデa一ヤ」という真鍮貨が別に使落せられていたこと，が認められ

る。「真鍮」と訳した“§ufr”という語は，アラビア語の動乱＄afara　（黄色くある）

の派生語で，「黄鋼」（cu圭vre　jaune），即ち「真鍮」を表わす語である。この語は，ア

ラビア語で「銅」を汎称するに蝦：もふつうに用いられる“nttbas”とおなじく「鋼」を

表わしている事例と，これとは三二して，「輿鍮」を意味する事例とがある。醜引のイ

ブン・ハウカルの一“　一一ワラffアンナフルの条には，サマルカンドで，「真鍮」（＄ufr）・

「銅」（nuh盒s）でつくった容器が売翼きれている（lbid・，　II，490，15－！6．）とあって，

両者が区別して使周されている。イブン・ファドゥラーーンの右の引用文にあっても，

「銅」（11tt！lfis）と「真鍮」（＄ufr）が併詑きれ，明藏されている。イブン・ファドゥラ

ーンの旅行詑の訳注において，ゼキ・ヴェリデK・トガン教授は，この旅行隷こみえる

煎記の真鍮貨「サマルカンデd一ヤ」を，イブン・ハウカルの地理書にみえる葡記の

「ムハンマディーヤ」貨にあたるものと解している（’Togan，　a．　a．0．，Exk：．，5a，　S．

112．）。後者について，イブン・ハウカルは次のように附記している。

　　それ（ムハンマディ・…一ヤ：貨）はイスラーム敦徒の鋳造したもので，アサド・ベン・

　　サーマーン家の先祖がつくったものである。　（hiya　lnixx　darbt　1－i＄猿鯉wa

　　tamalb　．q．一sala£i　min　a！i　AsadS　b．　Samani）　（gauq．，II，　490，　9－10．）

と。これに拠ると，この真鍮貨が生れナこ年代は，この地方がイスラーーム支配下になって

から，サーマーン家の先祖が発行したというのみで，不明である。トガン教授は，前詑

の合金貨「ギトゥリt一一・フK一・一一」及び「ムサイヤビー一一ヤ」銀貨は，この地方の前イスラ・・一一

ム文化の名残りである，と記しているが（Togan，　a・　a・0・，　S．113・），その論拠は悶示

されていない。

　次に，インドにおいて三三の代用貨を発行したのは，繭回したトゥグルック朝の二代

目の濡主ムハンマッド・トゥグルックMi；bammad　Tughluq（在位Z325～！351　A・D・）

の治世においてである，，このことについて，纒つた記述をのこしているのは，ジヤーウ

ッディーン・バラニーの「フィ・t一一ルーズ・シャー年代記」ゆである。この君主は，魍家

財政を補塀するため，新たに鋼の「ムフル」貨を発行し，金および銀の「ムフル」貨の
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代用貨幣として，これらと岡価値に流通させるよう，勅令を発した。

　　銅のムフル貨を発行した。そして金および銀のムフル貨が流通しているのとお

　　なじように，銅のムフル貨で買ったり，売ったりするよう，勅令をあたえた。

　　（muhr－i　mis　paida　avard　va　farman　dad　1〈e　muhr－i　mis　ra　xaryad　va

　　fer6xt　6unan－6e　muhr－i　zar　va　nttqrat　jari　ast）　（475，IO－11．）

と。その結果，利に聰いヒンドゥー人たちは，争ってこの銅貨を私鋳したため，膨大な

数量の私鋳銭が三軍し，かれらはこれによって税金を支払い，物資を購入したために，

市場は大混乱に陥った（ibid．，475，12－16．）。当然のこととして，この新しい銅貨の価

値は下落し，旧い銅貨1偲は新貨4～5個で売翼きれ，金の「タンカ」貨1燗は新貨

100個に相当した，と。

　　古いムフル貨の価値はきわめて高く，1個が〔新貨〕4僻こ，また王欄が〔新貨〕

　　5欄に〔相当するに〕達した。（qfmat－i　muhr－i　qadfm　nih盒yat　’izzat　yak，e

　　bi－6ahar　va　yal〈一e　bi－pa4　nj　rasfd）　（lbid．，　475，　20－21．）

　　金のタンカ貨〔1個〕は，〔銅の新しい）タンカ貨1001鰍こ達した。（訟且kah－i　zar

　　bi　＄ad　tankalt　rasideh　〈ast＞　）　（ibid．，　475，　18．）

と。スルターン・ムハンマッドは，それの圃収をくわだて，極印のおされた銅貨は政鷹

発行のものたると私鋳のものたるとを聞わず，すべて，政府の庫へもち来らば，古い金

（zar）（銀nuqrah　？）のムフル賀と引替うべし，という勅令をあたえた。その結果，

多くの人々が銅貨を庫にもちきたり，金および銀のタンカ賀と引替えたため，致府の財

庫には，銅のタンカ貨が山のように堆積し，圏庫は膨大な損失を蒙った（ibid．，476，

1rrN　12・）o

　この代用貨幣の発行に関しては，その動機・経過などの点で，なお明確でない掻がの

こされているが，西アジアの貨幣制度の影響下にあることは認むべきであろう。それは

ともかくとして，当面の課題に丁丁をもつものは，この新しい野獣貨幣の素材について

である。蓋し，この新しいムフル銅賀について，右の原町には，潤声ペルシア語で最も

ふつうに「銅」を表す語としてつかわれている“mis”によって，　mullr4　mis（銅のム

フル貨），又はtankalt－i　mis（銅のタンカ貨）とみえるのみであるが，この新貨がそ

れ以前の古い銅貨に比して％以下にしか通用しなかったという事実は，前者のもつ銅の

品位が後者のそれよりも隠下していること，騎射すれば，鋳貨の素柑としての純銅に加

えられる他の卑金属の数量または種類に変化が生じたこと，が推定されるωからであ

る。幸い，このときムハンマッド・トゥグルックによって発行された新貨が，大英博物
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館及びその他の博物館に現存しており，これらの博物館のインド貨幣目録に収められて

いる。それによると，これらの名闘貨幣は，回暦730～732隼の閥に，デリー，ダウラタ

ーバーード，その他で発行されたもので，真鍮貨と銅貨をふくんでおり，その価値で流通

させるべく打刻されている数値とその実際の璽量とは一一致していない12）。右のバラニー一

の簡略な記述にみえる1日銅貨のi／4；］下でしか通用しなかった新貨は，この真鍮貨であっ

たと解すべきであろう。

　西アジアでは，民間における真鍮の使用も，サーマーン朝以醜に贈るようである13＞。

そして真鍮貨の発行も，セルジ＝　一一ク朝によって行われたようである14）。しかし右のト

ゥグルック朝の真鍮貨との直接の系譜関係に関しては詳かでない。

　真鍮はいうまでもなく銅と亟鉛の合金である。亜鉛という金属は，稀には純粋な形で

天然に巌することもあるが，きわめて不：安定な元素で，多くのばあい他の金属，特に

銅，叉は鏑・錫と混濡の状態で存する。そしてこれを純粋な状態でとりだすことには多

くの困難を雑うため，それが単独の金属であると認められたのは余程後徴のことに属す

る。しかし盲くから，銅・錫などと結合した笹野の酸化物などが，いわば天然の真鍮鉱

ともいうべき状態で存在し，それから採集された真鍮は，冶金術者の間で知られてい

た。イスラーーム錬金術において，「真鍮」を表わす“＄ufr”という語が，岡碕1に「銅」・

「錫」を下野している15）のは，このことと関連があるとおもわれる。かくして真鍮は比

較的夙くより知られていたが，それを構成する門門については，これを明示する特殊専

門用語は，かなり後世に至ってはじめて現われる。西洋では十六徴紀前半（1520）に

Parace1Sttsが始めてその元素であることを発見し，　zin（zinkeik）（涯鉛）という語を

用いたという16）。イスラーム史料において，これに相当する明確な彌鉛に関する記載

は，狭い知見の範囲では，十六働紀後半の著作であるムガー一一ル朝の重臣アブル・ファズ

ルの「アクバル会典」17）にみえるものである。その第一部の「造幣局の糊度」の即下

に，「金属生産の制度」（aylxx－i　pai磁i首一i　fi工izぬt）なる一節があり，次のようにみえ

る。

　　ド真鍮」（birinj）。インド人は「ペーテル」（pさte1）とよぶ。それには三鍾ある。

　　第一は，酬い状態で，鎚で打ち記す。その成分は，銅（mis）2．5s銚と亜鉛

　　（r｛｝h－it食t呈y鼓’）1s銚である。第二は，熱い（火熱した）状態で，鎚を受ける。

　　鋼2sSrと亜鉛i．5蛇rで形成される。第三は，鎚で打ち伸さず，鋳物につかわ

　　れるり銅2sさrと亜鉛1託rで合成こζれる。）（birinj　Hhユd宝一ぬd　p6tel　X・蝕．and

　　盒n．r会　bar　s呈h　llavt　s我z－and　avval盒鍛ke　sard　6aku首知ur一εしd　ajz会’f　6　d6

一一一一@！7　一



　　イスラーム錬金術に関する帰線

　　　va艶m　s邑r－i　mis　va　yak　sさr　r韓・i槍tiy含，　dOVttrn　garm　6aka首pad宝r・ad

　　　az　d6　sSr－1　mis　v3　yak　kem　ser　rfth－i　tatiya’　epQrat　gfr－ad　sivum　6ag

　　　（k？）ig　n＆　xvur－ad　va　dar　rextagarl　bl－1〈ar　bar－axxd　E　z　d6　ser－i　mis　va

　　　y諏・§・聴一it飯y義’毎・飽m盒y－ad）（Afn．，　3S，　22～36，・4．）

と。　「真鍮」と訳した“b撚頑”は，“rδY”とわなじくペルシア語で真鍮を表すに朋い

られる語で，“piri薫k”ともいう。“pete1”は，サンスクリット語のp宝t撚a（黄色）の

派生語で，アラビア語で真鍮をsufr（〈一．．・．．・llafara「黄色くある」）とよぶのとおなじく，

黄金1こ似た光沢をもつこの金属の特色を表わした語であろう。きて，霧の一節におい

て，「網野」を表すに湖いられている“r顔4tati臓’”は，「施tiy盒’の霊魂」を意味す

る。“t蝕i頭’”は，tdti｝・a’ma’diniyyat（璽鉛）という糊例が存するようであるが，

「酸化亜鉛」（璽鉛華）を表わす語であって，西アジアでは，闘薬（rdtiy盒，一i　d宝deh）

として使灼きれていた18）。この語は，サンスクリット語のC‘tuttha”（硫酸銅）を音訳

したもので，インド人はやはりこれを隠釦として使用したようである19）。おそらく，ア

ッバース朝のとき医術警とともにインドから入った．語であろうとおもわれる。十．雛紀後

半（366N／976～77）の1：：陵作であるアル・フワーリズミーの「学閥の鍵」20＞には，「錬

金徳」の部門において，この技徳に使用きれる「薬剤」Caφ確r）のうちに，この語が

挙げられ，次のように説明を加えられている。

　　　憾tiya’は鋼の煙とku1｝121）の煙〔から得られるもの〕である。（at－t“tiy2’u〔yatt－

　　　althiclhu　min〕d蟻kh会が葺一難鱒sa　w掘ukh含が1－kU翠1り（Khw会rz．，　！49，　lor．）

と。また次のようにもみえる。

　　　それ（tatiy盒’）には，緑色のもの，黄色のものがある。また〔渠物の〕皮に似て

　　　いるものがあり，それにもまた数種類ある。その一つは，白色のものであり，イ

　　　ンド塵で，高懸である。　また黄色いものがあり，それはフージスタPtン産であ

　　　る。また緑色のものがあり，それはキルマーン産である。（mi野猿akh働r㈱w我

　　　inin－ha　a＄farZ‘ra　wa　skablh　bi－1－qus－hQrt　wa　huwa　aidan　durab？‘　fa　min－hn

　　　abyedrm　wa　huwa　Hindl　wa　huwa　“a．zlz”n　wa　a＄f・ar’ua　wfi．　huwa　Khaz2

　　　wa　akhdar？‘’3　wa　huwa　Kirmanf）　（ibid．，　148，　1！－！3．）

と。ゴリウス∫acobus　Goli疑s（1596－1667）の「アラビア語・ラテン語辞典」（Lexicon

Arabic◎一Latinuma．　Leidea　1653．）には，ザイン・アル・アッタール22），及び十四世紀

離半のアブル・フェダー一の著作23＞から引理1して，次のようにみえ7n　24）Q

　　　最．．｛：二質のものは，天然のもの，即ち，インド産で，臨色で，透明なものか，入工

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一　i8　一一・



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イスラー一一ム錬金術に1廻づ魑る覚書

　　のもの，即ち，キルマーン産で，緑の都分を帯びたIJ：1い＄trictgra（簾σブ1ぐにか

　　たまった金属）かである。ゼイン（罵ザdン・アル・アッタール）（optima　es£

　　qtt（e　vel　naturalis，　sc．11tdica，　c認ru1¢a，　et　peま1ucida；vei　artificiaエis，　sc．

　　Carmania，　aiba　cum　partis　viridioris　strictura．　Zein．）．

　　蝦：良質の種類は，辱a貰とよばれる最良質のexclumbum　（鉛からつくられたも

　　の）の粉で繊来るが，普逓は，銅の粉から咄来る〕と，ヤクトゥスがアブルフ

　　ェードカ〉ら｛云えた。　（explumbi　prai！stantis・simi，　quo（i　dictur　ISal’1，　fu蕪gi臓e

　　concrescere　pr．restaneissim“m　genus，　commune　vero　ex　fu1igine　（feris，

　　tra（lit　Jactus　ex　Abul’fed．）

と。

　以．｛二によって，「酸化亜鉛」を意味する“　tvltiy会’1「という語が，少くとも十llよ紀後

半には，イスラーム錬金術者によって，冶金技術の薬剤として使用せられていたこと，

十四世紀後半に，シリアの医学者（錬金術者）のあいだで，ほぼ醐様なことが知られて

いたこと，十六世紀後：半に編纂きれたイスラーム・インドの行政法典で，鋳貨の素材で

ある金属に麗連して，この語が“r的・itgtiya’”（亜鉛）として使用せられていたこ

と，が知られる。イブン・ベイタールIbn至3ey埴rに拠ると，酸化亜鉛には，鉱山で

天然にみられるものと，銅をとかすとき櫨の申でみられるものと，二種類あるという

（Lane：Arab．　Engl．　Lex．，　Vo1．　L，　P．32L）。この不純なf酸化亜鉛」の「精髄」

（jatthar）という意味で，青白色の光沢をもつ結羅をなした「亜鉛」を，“r韻一口滋iy含’”

（酸化亜鉛の霊魂）という名称で表現したものであろう。償し，「アクバル会典」にお

いて明確に「亜鉛」を表わしているこの語の用携が，どこまで史料的に湖りうるかにつ

いては，筆者には未詳である。礁，多少この点についての推灘を可能にするとおもわれ

る一史料が存する。それは，その著作奪代の上限が九1量紀後半（860A・D・）に，また

下限が十二志紀後半（！174A・D・）におかれる26）ディミシュ　a・　・一の著作27）にみえる次

の翻述である。旧く。鋼（nubas）には二種類ある。その一つは，「赤い金属」（盛ma－

tdaniyy　al一的阻ar）（即ち，「赤銅」）であって，これについては異論はない。いまひと

つは，「黄色い，人工のもの」（a1・ma＄ntit　al－asfar）（即ち，「瀧銅」：＝「輿鍮」）であ

って，それは熟練工によって種々に変化したものがっくられる。これ（黄銅）の最も優

秀なものがっくられるところは，アンダルスである。その理撫は，この地の熟練工が

tutiy2’をつくる技能をもっているからである。…云々と（Dimshq．，28，13－17．）。いま

闘題となるのは，このうちの次の一節である。
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　イスラーム錬金術に関する覚欝

　　それ（黄鋼）の最も優秀なものは，アンダルスにおいて鋳型に入れられたもので

　　ある。その理抽は，そこ（アンダルス）で製造されるところのtGtiya’の製造に

　　増して，熟練工が能力をもっているからである。（afdal’‘hu　m会sabaka　bi－

　　Andals’：　li－iqSidaeri　＄一＄anati　tala　’anaale，t－tbliya’i　a11ati　ya’malu　bi－ha）

　　（ibid．，　28，　14・一15．）

と。この一節は，次のように解すべきであろう。この地で優秀な黄門がつくられるの

は，「赤銅に混ずる」撤iy会’をつくりだす技能を，熟練工が有しているからである，

と。しかるときは，ここにみえる撮tiya’は，「酸化醸鉛」と解するよりも，「アクバ

ル会典」のr蝕一呈t鰍y会’（亜鉛）に橿当するアラビア藷における用語の省略された形

（例之，搬tiya，〔ai－ma更di11至yy我t，禮亜鉛）であると解する方がより適切であるとおも

われる。もしこの解釈が受容せられるとすれば，この種のアラビア語における二二例は，

大約十匿紀前後にまで滞りうるものとおもわれる。そしてこのことは，制鴛紀のサーマ

ーー 湯ｩ暗代に，黄銅が賀幣の地金として使丁せられていたという歴史事実と符合する。

蓋し，通貨として使用される以上，一定の規格が要求きれることは書うをまたず，銅と

の混合の比率を一定にするためには，純粋にちかい璽鉛の結贔をうることが要税せられ

たと考えられるからである。換言すれば，亜鉛が単独の金属であることが認められてい

たことが前提されるであろう。とすれば，亜鉛を表わす特定の専門華語がすでにこのこ

ろ別に存したという可能性が認められる。十世紀後半のフワーリズミーの書には，錬金

術に開連する七種の金属として，金・銀・鉄・鋼・鉛・錫・アンチモニーが挙げられて

いるが（Khw禽z．，147，9－！0．），亜鉛については記されていない。前述のディミシュキ

ーの書の「鋼」に関する一節には，その記述の内容よ1）みて，亜鉛を表わすものとおも

われる特殊専門用語28）がみえているが，いまだ断定するにはいたつていない。

　以上，西アジアの通貨史上かなり震要な意味をもつものとおもわれる合金賓の材料と

しての真鍮を例にとって考察を加えたが，KスラP・ム史料において，これらの冶金術に

関する記載は，その多くが，「錬金術」を題目とした条項の下に記されている。冶金術

の発達は化学の進歩を背鍛にもち，さらに，自然科学思想の変遷という事実を根本にも

っている。換言すれば，現今の化学を生んだ母体としての，当時におけるイスラーム錬

金術の発達と表蓑をなしていることを示している。蓋し，アラビア語や近世ペルシア語

で「錬金術」を表わす“k宝miy盒’”という語が，岡義のギリシア語xημε色を写したも

のであることからも知られるように，イスラーム錬金術は，西洋古典古代のそれをある

点で継承し29），また古い伝統をもつシリア，エジプトのそれを受けつぎ鋤，鄭金属を貴
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イスラーム錬金徳に二関する覚饗i：

金属へ変成させることに努力した。元素を他の元素へ転移させようとする根本的な誤ち

を犯しているため，この目的は達成されなかったが，その過程において，近代化学の基

礎となるべき多くの新しい独剣が生みだされたことは周知のところである。イスラーム

錬金術については，繭世紀以来，西洋のイスラーム学者によって研究が積み重ねられて

いるが，神秘的・識喩的な原丈や難解な特殊専閏用語が存在し，いまだ理解されぬ点が

多いようである。加うるに，鞍名な錬金術者に仮托した偽書の存すること，著作年代が

明確でないものの存すること，など31）のため，厳密な実誰の過程を経ることが今後も

要請される。以下，欧人の研究を参照しつつ，比較約まとまったイスラーム錬金術に関

する記述をのこしている十四世紀のマグリブの歴史暫学者イブン・ハルドゥーンの「歴

史哲学序説」32）の第二十三章「錬金術について」（f宝tilmi　1－kimiya’i’）の言己載を申」Oと

して，この問題について若干の考察を加えてみたい。

　ハルドゥーンは，その叙述のはじめのところで，その拠所である史料を挙げている。

まずイスラーム世界における錬金術に関する諸著作の始樫として，ジャーービル・ベン・

ハイヤーン」合bir　b．耳aiy蝕を挙げ，かれには錬金術に関する七十の「論交」（risalah）

があり，「錬金術」は「ジャービルの学問」と言い替えてよいほど，この学問の父であ

る，と述べている（Kha王d．，504，15－17．）。次に，東部イスラーム圏の学者であり，セ

ルジューク朝のスルターン，メリック・シャ．・一Melik　Sh蝕の大絶であったアッ・ト

ゥグラーイー三一Tughr盒’1（516R／1122残）を挙げ，詩のかたちをとったかれの錬金術

に関する著作，及びこの学問に関する他の学者との討論をあつめた著作をあげている

（ibid．，504，18－19．）。次に，スペインの南部アンダルスAndalusの著名な学者マスラ

マ・アル・マジュiJ　一ティーMaslamah　al－Majrftt（大約1005　A．　D．残）を挙げ，か

れの錬金術に関する著作である「賢者の段階」（Rutbat　a晦akim）と　「賢者の園的」

（Gh含yat　al－batkfm）を紹介している（ibid・，504，19－21・）。その他にも数人の著名な

錬金術学者を挙げ，その著作と伝えられているものが，果してその人のものとみなすべ

きやについて，批判を加え，疑わしいものは斥けている。例えば，ウマイや朝のカリ

フ，メルワーン・ベン・バカムの継：子ハーリッド・ベン・ヤジreド・ベン・ムアーウィヤ

al－K：h会1id　b．　Yazld　b．　Mゴawiy段h（90H：／708－09残）に帰せられている錬金術に関す

る教説（瓢adh蝕ib）や三葉（aqw鋤は，このパーーリッドがベドウィン出身で遊牧生

活に親しみをもち，学問や技術からは縁遠い生活を送ったという経歴からみて，物理学

や医学のような科学知識を必要とするこの特殊な錬金術についての指導的な著書をもの

したとは考え得られないとして，他の周名異人によるものと推定している（ibid・，505，
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　イスラーム錬金術に：関する覚綴：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
3…8．）。　しかしハルドゥーンがこの箪で多くの頁をきいて引用しているのは共にマスラ

マの弟子たるアブー一・バクル・ベン・ビシュルーンAb血Bakr　b．　Bishrfinが，アブ

ッ・サムフAbu　s－Sam葦に宛てた錬金術に関する書簡である。前者は，ハッジ・ハリ

ファHajli　Khalifaの記述に，アラビア語の詞華集（anthologie）の編集者としてみ

えるシシリー人イブン・ビシュルーンと岡一人物であるとすれば，1烈暦四世紀末（西暦

十世紀宋）に生存し，スペインで研究した人である33＞。後者は，グラナダ生れの医者で

数学者として著名な人である（426H／1034－35獲）34）。従って，この二人の学齢の錬金術

に関する知識は，十字軍戦餉の勃発（娼8－81）H／1095）に先立つ約衝嬉講の西目・でスラ

ーム難1の中心アンダルシアにおけるそれを代表するものと解して大過ないと思われる。

　ハルドゥーンは，この章の閣議において，錬金術という学問を定義している。これ

は，人工の遣方で，ある物質を，金や銀にすること，及びそれへ到達する操作を提示す

る学闇である，と（ibid．，504，3－4．）。そして，このように金銀に変える可能牲をもっ

た物質を準備するために，鉱物ばかりでなく，骨・羽毛・卵のような動物性のものにい

たるまで，検討を撫え，それらの物質が内に含んでいる可能性としての「能力」（a’1：戯1

←一 P数形t　amal）をひきだすために，「昇華」（tast宝d）・「蒸溜」（t歌鎮勧・「灰化」

（tak1宝s）などの操作を応乱している（ibid．，504，5－8．）。これと合憲のことが，すでに

フワe一一一　Vズミーの書にみえている（Khw会rz・・OP・cit・・149・17－！50・8・）ρそしてこれ

らの操作や改良を繰返して苦心した結果，かれらが到達した一つの結論，或いは論理形

式というものは，次のようなものである。鉛・錫・銅のような卑金属に作痛して，これ

を金・銀に変える作網をする霊’妙不可思議な一種の物質があり，それが麟着することに

よって，その準備された卑金属が貴金属になる，というのである。その不薄思議な働き

をする物質は，アラビア語で，“lksk’”とよばれた。これはアラビア語の動講ka“““ara

（折り取る。破濾する。）の第颯型派生動詞aksaraの行為名詞で，「準締されたある物

質に働きかけて，その構成を変質させること」という意味をもっている。ハルドゥーーン

の原交には次のようにみえる。

　　かれらの主張によると，これらすべての技術によって，iks宝rとよばれる自然の

　　物体が馬喰される。そして鉛・錫・銅のような〔金・銀に〕近い実質をもつもの

　　を準備して，火によって熱することによって，金または銀の形をとるために準備

　　きれた鉱物体の上に，その呈ks宝rが見出されて，純金になる，と。（ff　za℃m噸im

　　anna－hu　yakhruju　bi－h2dhi－hi　＄一＄inaSSti　kullt－hS　jismten　£abftyy2e？s　yusa．

　　mrn“na－hu　1－iksir”　wa　anna－hu　yulqa　mixx－hu　tala　1－jismi　1－ma“dinyy　i

ウ
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　　1．靱ust歌璽iddq宝．（1翻）als・　＄arati　d，h．dhRhabi　a雛ε1－fi¢φat湾b量。1．isti更d会d‘圭一qar宝bt

　　面簸a1－fi事mith1（t・r一τ歌晦‘wa　1－ga邸r’wa鷲・a晦盒訓つゴdα窺獄y晦m我

　　bi－xx－xxSrg　fa　yatadtt　dhnlraba7a　ibir“iza’a）　（Khald．，　sO4・，　9－1！．）

と。フワーリズミーの書は，このことをきわめて簡潔に次のように記述している。

　　iksfrの撫駒というものは，それでもって，錆解した肉体侮金属）を処理す

　　ると，それを金濠たは銀に変成する。又は，それを自色または黄色1こ変ずる。

　　（milh”　1－iksfrS・　huwa　d．一d．awa’”　lladhf　idlia　tabak’．ha　bi－hi　1－jasad‘’　1－inttdhab”

　　ja’v．｝a－hu　dhahal）r”a　ati　fi〈IC［atf”a　au　ghayyara－1｝u　ila　1－bayaCLt　au　＄一eufrati’）

　　（KhwSrz．，　／50，　！l一・12．）

と。ギリシア人が物質の根数であり翻時にその特質をも翻す歯元というものを想定し，

すべての物質はこの闘じ四元より成る複合体であるが，をの醜分率や構造の差異によっ

て卑金属と貴金属のちがいが生じているにすぎぬとかんがえ，離者から後者への変成に

努力したのとおなじように，イスラーム錬金術においても，卑金属も貴金属も，：本質的

には同じもので，いうなれば，成熟の度含がちがうというにすぎない，と考えたようで

ある。このような「金属変成説」の流行が右のハルドゥーンの一籔にも窺知できるが，

このことをいっそう明認しているのは，十字環戦争の最盛期である十三推紀の前半に，

エジプトを支配したアイ＝L・一一ブ朝Ayy盒bi（誌のスルターーン，アル・カーミルal－K含mi1

の治世（615－35H．／1218－38）1こ，　Kプン・バアラMa珊飴ibn　Ba燈raが書いた論文36＞

である。その中に次のような一節がある。鉱石の内部では，まず，「金に変成した銀」

が成長し，次に，銀よりも金が優勢となり，遂には，金の盤質が亡く成熟して純粋なも

のとなる，云々と。

　　それらの鉱石の中に，最初に成長して，現われるものは，金に変成した銀であ

　　る。次いで，その鉱石の中で，しだいに，量の点で，銀よりも金が優勢にな1），

　　その鉱石〔の成長〕が完敗する。そして純粋になった鉱石は鋳・造所へ送られる。

　　（awwa1U　ma　ta㌻1三ゴu　f宝ma駿di鎚h農WE七a細蟹u　fiddat2tn　mulawwaxxatiefe

　　bi．　dhaln．　bS・　’s　thumme　y我qw宝dh－dh歌h歌b？6　fi－h盒ta1食し至超φaがawwa1αn　fa

　　awvtral”’i　tala　qadarg　quwwatt・’a　najaz？“　rna’dini－ba“　fa　ya＄ir？‘　min－ha　ila

　　dari　q－earbf・　ma　yaktizau　khaliepan）　（fo1．　2　v．）

と。ここに「金に変成した銀」とあるのは，また他の画所では，「金の銀」（f超“at

dhahab宝yat）ともみえ，その意味は，

　　金から滲みでた銀で，もしその鉱石のままで放置するならば，金に変成するであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　2・3一



　イスラーム錬金術に関する覚書

　　ろうところの銀（al－fi弓dat　al－barijat　min－hu　11ati　lau　baqiyat　f窒ma喫diが一ha

　　撃arat　dhahabα？う　（fo1．3v．）

であると，著者のイブン・バアラは説明している。鉱石が漸次「成熟」して，銀から金

に変成するという金属変成説がこの当時に流行していたことを示す一例である。

　さらに，ハルドゥーンは，このように金銀に変成する可能盤をもった物体（jism）の

上に，この「化金石」（iksir）が作用して，新しい物質である金銀に変成することは，

あたかも「肉体」（jasad）と「霊魂」（r鱒）が結びついて，生命をもった人闘が生れる

のとおなじであることを述べている。

　　それらは，専門用語において，霊魂（r負h）に二連してもちいられるばあいのか

　　の化金石（iks宝r）と，肉体（jasad）がそれによって聯想きれるような物体（jism）

　　とより成る。　（yal〈n｛ina　tan　dh盒1ika　1－iks宝がidha　alghazd　fi’＄璽王盒摯at疹一him

　　bi－r－r二言wa｛ani　1－jismi　lladhf　yulq会’alai－hi　bi－1－5asadり　（Khald．，504，

　　12－13．）

と。フワーリズミーの書は，このことを次のような一句によって簡潔に表現している。

　　化金：石　（iks宝r）は，肉体　（jasad）　と霊魂　（ra皐）の乗物である。　（歌1－iks宝轡

　　markabtua　min　jasadin　wa　rabin）（K：hw盒rz．，152，19－20．）

と。それでは，錬金術において，このような「化金石」の媒介をもとめる「肉体」と

「霊塊」とは具体的にいかなるものを意味するか。フワーリズミーの鶉＝によると，「肉

体」とは，’金（dhahab）・銀（fiφφat）・鉄（塊d宝d）・鋼（nabas）・鉛（usrubb）・錫

（白鉛〔ra＄含＄〕qal｛宝）・アンチモニー（kh農r一§fnf　37＞）の一ヒ種の金属である（Khw盒rz．，

147，9－10．）。「アクバル二二」にも，金（zar）・銀（nuqrah）・鉄（ahan）・鋼（mis）・

鉛（surb）・錫（qaltf）・アンチモニー（癒r一＆煎；蝕a蜘6掘）の七つを「肉体」（jasad）

　　　　　　　　ムと名づけている（Afn－i　Ak：barf，1．，34，23－35，8．）。これにたいする「霊山」とは，フ

ワ・一・一　ijズミーに拠ると，硫黄（kibrlt）・砒素（zirnikh）・水銀（zi’baq）・塩化アンモ

ニウム　（nfish含dhir）である　（Khw会rz．，147，14－15．）。さらに，この書は，これら

の「肉体」と「霊魂」がもつ差異の特質について次のように二二を加えている。

　　前者（肉体）は，火の上にあって，じっとそのままの形を保持しているから，肉

　　体と名づけられる。後者（霊魂）は，火がそれに接触すると飛び玄るから，霊魂

　　と名づけられる。（sammayat　tillra　1－ajs2m“　1－anna－ha　tathbuta　wa　taqfima

　　’a12　n－nare　wa　sammayat　h会dhi－hi　1－aruwa1≧α1i－anna－h．a　ta㌻宝ra　idh会mass－

　　at－h盒n．narU）（Khw禽rz．，147，10「一16．）
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と。同様のことが，ハルドゥーーンの書には次のようにみえている。

　　この石は霊魂よりも火に対して耐久力があって強いということが，理性によって

　　想像されている。恰かも金・鉄・銅が，霊魂である硫黄・水銀などよりも，

　　火に対して耐久力があって強いことを，あなたが知るように。　（qad　yUtasa－

　　wwaru　fl　i一’aqle　alma王一a壌盒齊aqwa　wa　a§barU　tala　h一三ユ盒r‘mina　1－arw会が

　　1〈a　ma　tara　adh－dhahabC”　wa　1－hadld“　wac　n－nuhas”　a．sbaf’・　’aia　n－nart　min“

　　1－kibrrtS・　wa　z－zi’baqi　wa　ghuiri－hima　miia”　1－ai－wa“h．　t）　（Klaald．，　507，　6－7．）

と。

　ハルドゥーーンの第二十三章「錬金術について」の中心をなすものは，晶晶のマスラマ

の二人の弟子による’謬、｝1翰であるが，その記述のうちで特に霞につくことは，この「霊

魂」と　ヂ肉体」の溺係についての詳しい二二である。そしてその根砥をなしているの

は，イスラーム神学乃至哲学におt・S’る存在論的な思惟の形式である。その内容を要約す

れば以下のようになるであろう。

　すべての金属は，「硫黄」と「水銀」とから成っている。卑金属を貴金属に変える働

きをもつ「化金石」の実体は，外ならぬこの硫黄と水銀であって，すべての金属に「可

能態」として内存しているものである38）。一種特別の物質として化金石というものがあ

るのではない。それでは，卑金属と貴金属の差異はどうして生ずるか。それは，その金

属にふくまれている硫黄と水銀が，充分に純粋で調和しているかどうかによる39）。つま

り，この差異は，偶然によるものであり，その金属に本質紛な盤質ではない。従って，

適当な処理を行えば，このような不純な要素をなくすることができる。硫黄と水銀を卑

金属から遊離きせ，それを充分に純粋にしたのち，再びこれらを結合させて，貴金属

をつくりだすことができる40）。そのために，鍛工・溶解などの処理を加えるのである

（Khaid．，　505，　19－506，　3・）．

　この金属と化金石の関係は，肉体と霊魂のそれに喩えられる。肉体を支：配するものは

霊魂である。人体を構成する肉体と霊魂が均質でなく不調和であるため，第一圓の結合

である現世の現身は，死を免れない41）。死によって，肉体から分離した二二は，火を加

えられると，気化して消滅する。しかし肉体は火をえて，繊細な部分と濃密な部分が結

びつき，均質にしセ調和した霊魂に変ずる42）。これが霊魂と肉体の第二團の結合であっ

て，濾滅することのない永遠の生命をえる43）（ibid．，506，5～508，10．）。

　以上，マスラマの二人の弟子の書翰について，その記述の核心とおもわれる部分を要

約してのべたが，このような肉体（金属）と霊魂（化金石）を中心とする錬金術の思想

　　　　　　　　　　　　　　　　　d　2Jr　一
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の背景には，イスラーム哲学における終末論をめぐる論議が存したことに注意せねばな

らない。肉体は滅びるが霊魂は不滅であって，肉体の死とともに，それから脱した霊翼

は再び肉体とは結びつかない，とする終末論の否定が一方に存するのに対し，十一世紀

末より十二世紀初めにかけての有名な哲学者として，又セルジュ　一一ク朝のスルタ…一ン，

メリック・シャー隣代のニザ・一一一ム学院の教授（484－88　9／109！－95）として令名の乏い

アル。ガザ．．一　V＿a1．Gaz舐（1058－1111　A．　D．）は，これを欝適する。現在生存して

いる幽晦が肉体と霧魂の結含であ；oことは，認めぎるをえない現実である。この鎗刊劃

の結舎を認める以上は，肉体と霊魂は，分離きれてのち，また再び結びつくことを，否

定する理陛｛はない。むしろ，霊肉は復活の1三1に再び結合することを認むべきである，と

する44）。ハルドゥーンにみえる灘載は，その手本的な薗において，このガザーり一の終

末論に合致するものとみなしてよいとおもわれる。このことは，ハルドゥーンが，その

記述の臆意において，その当職における主要な錬金術に魅する編纂物をあげたうちに，

ガザーり一に帰せられているものがいくつかあることを述べ，ガザージーは「かれの轟

い知性」（madarik－htt　a1峻1iy就）によって，一般の錬金術去たちのような過失に陥ら

なかった純粋の哲学者であるから，これらの書は誤ってかれに帰せられたものであろう

（Khald．，505，1－3．）と記していることからみて，ハルドゥーンがガザーリーの論著を

参照していることがほぼ確実であると推定せられるのと符合する。

　要之，十四世紀のイブン・ハルドゥ・・一ンの「序説」にみえる錬金術に関する記述は，

当跨における來西爾イスラーム圏におけるこの技術の進展を，その依拠した史料を挙げ

て考察し，旦つその背景を成すイスラーム神学との騰係をも明智した素点な更料である

が，その中核を戚す基本的な部分は，すでに十措紀末のアル・フワ・・一リズミe－w・・の欝にみ

えている。イスラーム錬金術の始祖ともいうべきジャービルに帰せられている錬金術に

面する諸書の著作喰代は，欧人の研究によれば，十世紀初めに置かれるという45）。十纒：

紀を中心とするアッバース朝中期を，Kスラーーム錬金術更上における重要な一婚期とみ

なすことは，おそらく可能であろう。さらに，十一世紀末より十二世紀三半にかけての

十字軍戦争勃発前後のセルジュ・・一ク朝蒔代は，トゥグラM…一とガザーり一によって代

表せられる錬金術史上におけるいま一つの輿望すべき時期であることもまた認められる

であろう。そして，dスラーム遇貨1史の上で，かなり璽要な意味をもつ卑金属（特に；輿

鍮）を雪融とした各種の合金貨を始めて発行したサーマーン朝（874－999A・D・）が前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
者の蒔期に綴滅し，また複雑にして正確な品位をもつ各種銀貨を発行して，すぐれた冶

金技術の存在を実証しているア4ユーブ朝（1174－1250A・D・）が後者の聴期に約一撮
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紀遅れてエジプトに出現していることは，偶然ではないとおもわれる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆者は東北大学：文学音i勤教授）

1）　Gholam－Reza　1〈ian：　lntroduction　tt　1’llistoire　de　ia　Monnaie　et　Histoire　Mon6taire

de　la　Perse　cles　Origincs　St　la　fin　de　la　P6riode　Parthe，　Paris　lL934．ヲディアの：金銀

貨の制慶がギリシアのそれを媒介としてアケメネス朝の三二｝獲に大きな影響をあたえている

点，アレクサンドロス大王によるペルシア征駁は，ギリシアの銀黍位制のペルシアの金本位制

にたいする航翁とみなきれる点を指摘している部分は，特1こ勝れている。　　　　　2）Be－

rthold　Spuler：　lran　in　Frilh－islnc．mischer　Zeit．　XViesbaden　1952．　SS．　408－422．；　A．

Freihcrrn　von　Kremer：　Uber　das　Einnahmebudget　cles　Abbasiden－Rei¢hes　von　Jahre

306H．（918尋！9）．　　エ）eszksohriften　cleir　JぐCtiserlichen　AkcccleJnie　dier　l・Vissenschaften，

W量en　188Z一一SS．287－88．　　　　3）　ファーティマ糊漁下における通貨；ill度に関して

意義を回するものは，969A、　D．に，ジャウハルJauharによって，回しいディーーナール金

貨「ムィッズ」　（m爵zz）が発行きれたことである。（Maqrlzl：Shu（lhfir　a1”τu璽ad，　ed・L．

A．Maycr．　Alcxandria　1933，　par七　ま，　p．11，1．12ff．）。970隼に，この新貨及び在来の「ラ

ーディ」（r蝕i）金貨のディルハム銀貨（純銀のnugra　dirham）に対する比価を，25壱：1

に定めたが，人斑が遂下せず，973年には，〉’vイ1：の金融業者の隅体が騒動をおこした。ここ

に至って，奮能なユダヤ人の財政家ヤアク・・一一ブ・ベン。キッリスYa唾食b　b．　Killisが幣政

改革を実施し，「ムイッズ」金貨によってのみ納税を受取ることに定めた。そのため，新貨

の嫡櫨は安定したが，　「ラーディ」貨は％に暴落した。これ以後，　「ムイッズ」：金貨の銀貨に

目する妻ヒ価は15垂：1となった。この通貨改：革は大きな成功をおきめ，税収入は著しく増大

し，園家財放の健金を暇復した。（W．∫，Fischel：∫ews　in　the　Economic　a且d　Po｝iti．cal

Life　of　Med三aeval　Islam．　Londo三｝1937，　pp．53－56．）　　　　　4）　Nars1戴kh量（T■、　’rfkh－i

BulschG，r2t，　ed．　par　Charles　Sckefer，　1？aris　1892，　一Ptebl．　die　1’ti”c．　cges　Lgs．　Or．　V・iv．，

1王P＄6xie，　Vol．　X王II，　P．34ξ．）に拠ると，金・銀・mushl〈　e鉛（arzlz）e鉄・鋼の6種の

金属の合：金である。（筆者米見。Spuleτの丁丁（註2）P．409，及びBlakeの論文（譲14）

P，301に拠る。mus1｝k（欝香）は，「卑金属を表わす雅；謝（Spuler，　a．　a．　O．，　S．409，　N　5．）。

鉛をniiskで表わせる実例あり（」．　Ruska　und　E．　Wiedcmam｝の論交（註15）S．27．）。

筆薪は冶1金学の知識がないため，このような6種の金：繍の合金を製し得るや苔やについて霧…か

にせず。後述する「アクバル会典」にも，金・銀・鋸・鉄・錫・鉛・アンチモニーの7種をも

ってせる合：金のil己載あり。（本楡文の註37を参｝1の。　　　　　5）　アイー：L・・一ブ朝の治下におい

て，nu（1ra，　wara（1，　mi＄rl，　n飴irl，　kam温の4種σ％裂貨が通溺した⑪ドスクラj　l貨は，純銀
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　に鶯刻せられた最良質の銀貨で，岡じ重量の金賀に対する比価は，1：！3％である。「ワラク」

貨，又は「ミスリー」貨は，圏内市場で小額の決済に用うるよう打刻された銀貨で，銀30％，

鋸70％より戒り，その金貨との比価は，1：40であった。「ナーシリrv一」貨は，銀・鋼が各々

50％より成り，583H／1187－88無に，サラーフeアッ・ディーン（サラディン）が，自己1こた

　いする敬称an－N麺rに因んで命名したもので，その比癌は，1：26％であったと算定きれて

　いる。　「カ・t一ミリPt」貨は，622H／1225年に，スルターン，アル・カーミルが，新しく打刻き

せたもので，純銀32．4％，のち34，2％をふくみ，その比価は1：37又は1：35であった。

　（A．　S．　Ehrenl〈reutz，　Contributions　to　the　1｛nowleclge　of　the　fiscal　administration

　of　Egypt　iii　the　middle　ages．　BSOAS．，　Vol．　XVI，　Parts　3，　1954，　pp．　502－5e6．）

6）！294A．　D．に，当時財政難に話しんでいたイル・ハーン覇の君主ガイ・パーートゥー・ハ

　rVMンGai　Kh画調Khanが，大壷（wazir）ヤズiぐ・ウツ・ディーン・ムザツファルYazd－

ud・c11n　Muza貸arとはかって，タブリーズTabrfzで，一種の紙幣を発行させ，人民の反対

　をおさえるため，この紙幣をうけとることを姫めば死ノ1彗に処することを厳命し，強内的に通絹

　させようとした。その結果，タブリーズの簡入たちは店を閉じて地方へ逃敬し，物資が敏乏し

たので，人民たちは大酔のところへおしかけ，金・銀の法定遜貨をつかうことを認めてほしい

　と陳情し，もし認められぬときは，大阻に漏出を及ぼすかもしれぬという不穏な情勢となった

ので，遂にとりやめとなった。（D’Qhsson；　Histoire　des　MQngels．　Tomc　IV，狐bre　VI，

Chapitre　III，　pp．　100－06．）．　7）　lbn　FadlAan’s　Reisebericht，　hrsg．　von

Ahinecl　Zcki　Velidl　Togan．　1．eipzlg　1939．　（Abhcenciiu・ngen　fjlr　die　f〈ttncle　ties　B，for．aen－

lan‘les　XXIV，3．）i・ガン教授によって絞訂された右のアラビア交テキス1・は，メシェド

Meshed発見の写本を底本とされたもので，闘教授の独訳と詳細な訳譲が1聴されている。

8）　原文め“n晦as　wa　shabah　wa無fr”を，トガン教授は，　r錫，二一，濡鼠真鍮」

　（K：upfer，　Messil｝g　und　gelbemム1cssing）と訳されている（ibid・，　S．9，　Z・1e畦3・）。　r銅」

（nu餓s）及び「黄紘爽鋪」（§ufr）については，いずれも，最もふつうに，これらの金罵を表

わすに胴いられている語であって，円弧はないが，shabah（爽鎗）という語は，「類似」とい

　う原義をもち，おそらく外形が「金に似ているものjという意味で，「真鍮」を表わすに至っ

たものであろうが，あまり普通に使矯されない語である。或いはこの特殊な講を注嘉するため

に，一般に慣用されている“9ufr”を醐格の形で後置したとも瀞え得られる。暫く疑いを残

　して，後考をまつこととしたい。　　　　9）Ibn耳auqa1：K：it飾tiltr・■t　al－ard　B．　G・

　A．，　II－2，　ed．　Kramers．　1．ugc1　1939．　10）　ZiyAa’　ud－1）ln　B一．　ranl：　Ta’rlkh－e

FSr6z　Shali2　（The　Titrikh－i　Feroz－Sliiihi　oS　7．iaa．　al－Din　Barni），　ed．　by　Saiyicl　Alirnad

　Kh義11．　Calcutta　1862．（Bt’bliotheca　f・nt／ica，　XXk　IXIII）　　　　　！1）　新しく発行きれた

銅貨が，闘貨に比して％以下にしか通用しなかった縁1囚としてまず考えられることは，鑛貨の

質量を減らす方式をとったのではないかという疑いが懐かれるが，後述の大英博物館衡蔵の轟

一一一
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物について，重盤を比較すると，むしろ新貨の方が少し璽量が多くなっている。

12）　Catalogue　of　Indian　Coins　i1■the　British　Mnseum．τhe　Sult2xns　of　Deh11．］しQndon

1884．P．63ff．この蓉主は，層位後，これまでのdl戯r金貨の重鐙を200grainに増し，逆

に，175gr．のtankah銀貨の：重鐙を減じて140　gr．のtadli銀貨を発行させた。ダカーン

遠征による魑しい金の圏庫流入と金銀比価の変動によるためのようである。しかし，この新し

い標準の行われた期聞は短く，この重い金貨は729H．以後，また銀貨はそれより早く発行さ

れなくなり，175gr．のtankah銀貨が復活し，これに伴って，140gr．のtadli銀貨に近い

重量の重い念金貨が発行された。730H．に始まる爽鍮貨は，1　tankah（＝：64　lc“anl），50　k盒滋

Cadli），32k．（1／2　tad．），16k．（1／4　Cad．），8k．，2k、，　lk．（jita1）の7種が現曝する。（H．

Nelson　XVright：Catalogue　of　the　Coins　in　the　Indian漁seum　Calcu七ta，　Vol．　II，

Oxford　1907．　Introduction，　p　p．9－10．）大英博物館所蔵のrデリー・スルタ・・Nン」の古銭

騰録延暦306のムハンマッド・トゥグルック発行の爽鎗貨には次のように打劾されている。

「ダウラターバードの玉座において。年は，732（～）〔A．H．〕1において。」（dar　taxt－9盆h－i

Daula糖b盆d　sal　bar　haf〔t〕＄ad　s宝d6（～））ぐ衷面）。「〔この〕ムフル貨は，50k盒n宝のタン

が貨である。希望にみちた〔神の〕下僕ムハンマッド・トゥグルックの治撮において」（muhr　god

　　　　　　　七angah　panc盆h　k翁n量dar　r6zgar－i　ba嶽deh　umedv－c　r　Mubammad　Tuγluk）　（op．　cit．，

1）．64）　と。　The　Cambrklge　History　of　India，　vol．　IH。，　Turks　and　Afghans．　Camb－

ridge　l928．には王による莫鍮及び銅の名躍貨幣（brass　or　copper　tokens）の発行は，中

團におけるクビライ・ハーンの紙幣（交紗）及びペルシアにおけるムグール人（Mughuls）

による奇貨（fic’titious　mOncy）（離イルハーン朝の紙幣）の倣聞に影響きれたものであろう，

としている。（ibid．，　p．145．）　　　13）　サーマーン朝の勃興するに先だってイーラーン高

原の火部分を支魏したサッフ　一f　・一ル朝＄a餓rids（868－902A．　D．）の根拠地はホラーサーンの

南，インド属境に近いシースターンS量st飯であって，§a丘ar（真鍮職人）という名称からも知

られるように，その王室は莫鍮職人の謁身であった。エザーム・ウル・ムルクの警＝欝と倭えら

れる「統治の書」の第三章に，この王朝の君主ヤアクr一ブYaCQilbが，バグダードから来たア

ッバース朝のカリフの使者に陶って言った雷葉が載せられている。「私は一介の真鍮職人とし

て生れた。父から稟鍮職人の技術を学んだ。」（man孤ard－i　rδyfn・gar城deh　am　va　az

pe（lar　r6yln・gari盒m6xteh　am）　（Husain　ibnζAl童！聾iz翁m　u1一簸ulk：siyasat　N盒meh．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ6d，＆tr．　par　Charles　Schefer．一」）zeblications　de　l，E“cole　des　La7t．aclges　Orientctles

vivctntes　IIIc　S6rie，　Vol．　VII，　VIH．1）　aris　1891－97一王II，14，1－3．）

14）Robeτt　P．　Blakc＝Thc　Circulation　of　Silver　in　the　Moslem　East　down　to　the

A，fongoi　Epoch．（」一」　t“．va　ir‘りroτernal　o∫ノlsiatic　St？tdies．1937，　VQI．2，　No．3＆4．）に次

の記述がある。セルジ、r．　一一ク朝の軟権の申’1＞が西方へ移動したため，トルキスターーンで流通し

ていた銀を鱈に引き去った。そしてこれらの地方では，小額貨幣（fractional　Currency）に

一29一
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　たいする霧要に応ずるための強翻通絹（Zwangl｛urs）を附せられた輿鍮（brass）及び鉄の名

　繕1貨幣（tol〈ens）が流還したのがみられる，と（ibid．，　p，310，）。但し，ブレイク氏は，その

　典拠を挙げておられない。イブヌル・アシーールの「完史」には，私見の驚懸においては（455－

　77ff．アルプアルスラ…ン即位溺よリメリック・シャー統治の無期藪で）見粗していない。

　15）　」．　Ruslsca　und　ff．　“Jiedemann　：　Beitr．’ige　zur　Gescliiclite　cler　Naturwissenschaften．

　LXVII．　Alchemistische　I）ecknamen．（禽♂謝7碧5δ爾01μ8　der　P妙s鴻α」♂ε01＆膨みβ卿乞5銑θ73

　50忽β≠譲βτ6Eγ」副～86｝z．　Bd．56　u．57，1924．！925）SS。24，26，（粟北大学鷹学部解務ぽ学懇1講

　室蔵）　　　　　　　　i6）　Encycloi？aedia　Br2tanica，1958，　Vol．　23，　P．　950，　s。　v．　zic．

　17）　Abu－1－Fazi；A宝n－i　Akbar全，　ed．　by　H．　Brochmann．（βガ観。漁8傭舞鷹6α，　New

　Series，　NTo．　i12－387．　Calctitt’a　186Z）　18）　li］cl．　W’，il］．iam　Lane：　Arablc－F“ngli＄h

　Lexicon．　ILondon　！863，　BQok　1．　一一一　Part　1，　p．　3Ll．　！9）　“・！onier一“iilliat　ms：

　．45L　Sansl｛rit－Fvnglish　DSct．ionE　ry．　Oxfoyd　lcS99，　p．　450．　20）　al－1〈hwaarizmf；

　Maf註七iゑal一“ulanx。　Cairo　1342E［．　　　　　2！）　ku｝31という1｝語は，　「蕪1蜂彗」　。　「｝鐸養獄こ鑓

燭される上質の粉末アンチモニー」を意匠する　（Stc魚欝ss：ACo珊）rehensive　Persian一

　翫91ish　Dictionary，鷺ed，　LOndon！930，1）．1017．）。しかし，フE？　一リズミーの1聾には，

　この諮を錬：金術に硬1粥する「薬品」のうちに数え，　「熈鉛の意識j　G繊／漁raレa鍵麟i））であ

　ると蕪蜂を瀦えている（1〈hwtt…；z．，美48，　k9．）。本文で後述するコツウスの記述とも照寵して，

　鉛に蘭澄した縁類を指すものではないかと推定きれる。　　　　　22）　ここに：引緩きれてい

　るザイン・アル・アッタールがいかなる入であるか，筆濤には不関。「薬鍾商の子」（Zain

ad蝋雌r）を意昧するこの入名よりみて，緯名であることは闘瞭である。薬種商・鷹奮・錬

金徳者は，この漁；灘こは，お互にその濫格を共溶しているばあいが多い。！3世紀の人ITar宝cl

ad－Dfn　Aba環mid湿μ下臥通1ad　b．亙br盒1撫｝ユもこのザイン・アル・アッタールという麟1熱

　で知られたペルシア詩入であるが，その父が漿麺商で，館薯の職業に従った，といケ藤爽1こ譲

　って，この画名を得たという（13．L，　Vol．1，　p．5！3）。アクバル会典にも，「錬金講士（iks鱗）

　と医者④izishk）は，その生濤態渡が相反するばあいと類似しているばあいとがある」（ASn．，

　35，14－15．）とあって，その関．簾の深いことを指摘している。いま組題になっているザイ

　ン・アル・アッタールが，錬金術に硬調される薬剤としてのトゥーティヤーについて認麗して

いることからみて，薬種商の家1こ盤れた錬金術蕎であることは，殆んど疑いない。

　23）　Taqw宝m　al－buld2an　（72／H！1321完成）の再臨’として壷掘なAbulfe（la　（lsm鍛1　b・

　ctX　1宝b．　Mla至，上食（l　b．ヒUmar　b．　Sh［Lhansh註h　b。　Aiy食b｛lm読d　a（ま一D宝n　a1－Aiy負b宝）（1273－

　133めには，Km｝nash（「文集ユleCuelljの意。アラビア語では殆んど使燭されず，シリア

及びカルデアのキリスト教徒によってゴ：…藁もよく硬玉さる。）という書麟の薬講に関する編纂

　物力丈～；うる　（∫｝1．IReillaud；GC・（）gra｝）h重e　（：y　A1）oし11f6d嵐．　Par呈s　！848．　11”oine　I，王lxlro（ユ｝lct三〇轟

　XXXV1鼠）。ゴリウス所構のヤクトゥスによるラテン訳は，　この書よりの訳1｛llとおもわれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　30　一一一一
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る。　　　　　　　24）　Lane，　op．　cit，，　Book　I　一・　！）art　1，　P．322，燐引に拠る。

25）本女工掲のGolius二Lex。の一句の中墨ラテン語よりの邦訳は，東北大学教育学：部の長

谷jil松治教授，属法学部の世良晃志郎教授の御妊意に負うものである。衷心より謝意を嚢す

る。　　　　　　26）　Hel王mut　Ritter：Ein　Arabisches　Handbuch　der　Handelswissen－

schaft。　（エ）er　fsJam，　Bd．　VII，　Strassburg　1917．）SS。2－3．参照。　　　　　27）　Shaikh

Abu　1－FCiel　Jatfar　b．　CAI2　ad－Dimishqi　：　1〈it”ab　al－ish“ara　il“a　mab”asin　at－tij“ara　wa

nia：rifat　jaiyid　al－afr“aCt　xva　rad”iCi－ha　wa　ghushfish　al－inudallisln　fi－h”a，　Kairo　1318ff．

（カイロ大学図書館蔵）現在カイロ大学に留学中の天理大学の申村満次郎氏に依頼し，その御

卿意によって国君をうけたマイクmフィルムにより，この貴重書を利用することを撮た。ここ

に附記して感謝の葱を堕する。　　　　28）　「asbadhr倉h　（P　　za）〉き漏1）に旧していえば，

それは人工によって製造されたものである。熟練工がそれを鋳型に流しこんだのち，火によっ

て急速に砕け，滅損する種類である。それの最：も優秀なものは，それの色が白色へ傾くもので

ある。それでつくられた製品は美麗である。」（Dimshq．，28，18－20．）と。この一句目，ディ

ミシュキーの鐙：の「銅」（赤鋼と黄銅）と「鉛」の申講に記されているもので，これらに類似

の卑金属であることを示している。この記述の内容は，「亜鉛」の特色をよく表現している。

「亟鉛を灼熱して鋳型に投ずると，できあがった鋳込地金は，薄礼状で，砕けやすい。（中略）

商品としての亜鉛は，鎚でいつも砕きうる状態にあるが，IOO。～！”oO。Cでは，きわめて薄い板

状に伸ばしうる。・・一諾200。Cでは，この金田は，漆喰のなかに閉じこめられるほど砕けやす

くなる。」「亜鉛は，砕かれたばあいには，つよい光沢のある麿白色である。」（Ency．　Brit．，

1958，vol．23，　p．951．）。但し，胃頭にみえるこの金属の名称を他に見出していないこと，そ

の言語源が米詳であること，により断定を差控えたい。　　　　29）　Moritz　Steinschneider：

Zur　alchimistischc！1　Literatur　der　Araber．　ZI）MG．，　i3d。60（1906），　SS．329－332．参照。

但し，アラビア語の錬：金術に闘する著作，例えば，澱asiama（火約1005奪残）の著と伝えら

れるRutbat　al蜘klm（Dozyの研究によって，マスラマの藝作でありえぬこと，著揮年代

も1030～40年におかれることが明かにきれた。）に引縮きれているHernlcs以下のギリシア

暫学者は，その人たちの論著が典拠として利絹された明証がなく，唯，因襲的にその名が挙げ

られているにすぎないことに注判せねばならぬ。（∫ulius　Ruska：Alchemie　ill　Spanien．

Zeitschrift　fur　Angewandte　Chemie　一　Zeitschrift　tt．　E’igenlum　des　Vereins　aeutscltey

Ckei・niher，　Bd。　46，　Berlin　1933，　S．　338．　（東北火学工学部応用化学図書婆蔵）

30）　Moritz　Steinschneic！er　：　Zur　alch，imistischen　Litcratur　cler　Araber．　ZDMG．，　Bd．

58（1904），SS．300－309．に論証されている有名なイスラーム錬金術者，藤謂「コヅト婦入」

（al一（1ub｛iyat）Mariaに闘するヘブライ伝承との関係を参照。　　　　　　31）Aviccnna

（1036A．　D．1こHamadanで残したペルシア系の鷹考で倉名な哲学・蕾）に飯せられている錬金

術の著作で，ラテン訳されたもの，例えばDc　Allilllaの如きは，そのうちに多くの不明のアラ

ー　31　一一一
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　ビア語が禽まれていて，アラビア語原本からの訳欝であることは認められるが，仔細に検討し

　た結果，塩その他の鉱物の産地として挙げられているスペインの地名は，アヴィセンナの知り

　えないものであること，多くの綴万1〒に翻るmorabunt叉はmorabetinusという語は，アヴ

　ィセンナの残無にそのスペイン統治を開始したアルモラヴ朝Almoravidsの発行した金賀の

　名称であること，などが明かとなったため，醸訳のときスペイン入の訳者が附加したとする従

　来の解釈は成立しがたくなり，そのラテン訳の塗立時期が13徴紀中葉におかれるに至った如き

　は，他の多くの類例にもおし及ぼされうる。（J．Ruska：Alchemie　in　Spanien．　Z．　angew．

　Chemie，　46　（1933，）　SS．　338－39．）　32）　lbn　Khalcltin：　il’luqadGimah．　Cairo

　（imprime　par　2rNlatba“at　Mu＄〈af2　］’luhammadl）．　33）　ts－f．　cle　Slane　：　Les　ProlC－

　gomさnes　d’lbn　K：haldoun，　Paris　1938．　Toエ11e　IH，　P．209，　n．5．　　　　　34）　王bi（乱，茎》．138，

　n．2．　　　　35）　フワーリズミーは，錬金術1こおいて，卑金属に作用させる「薬剤」（aCl一

　儀飯）の一つとして，「塩」（milh）を挙げている。それによると，「壌」には，赤色のも

　の，ナフサ油性のもの，白色で卵の香りのもの，インド産の黒色のもの，尿からつくられるも

　の，灰汁からつくられるもの，などがある，と（Klhw飯z．，147，17－20）。　xnilbという語は，

　確かに「塩」を表わす語であるが（セルジューク象の有力な諸｛癸Q批uhn隻shが，スルターン

　Alp　Arslanに叛し，ライの塩の谷に水を流し，塩分を凝集させる設締を破属した嘉例。　Ibn

　Ath宝r，456R，の条。），ここでは薬品としての塩基を摺すならん。　　　　　36）遍繊魂s

　ibn　Ba；ra　adh－Dhahabl　al－1〈”amili：　Kashf　al－AsrAar　al－tllmiya　bi　Dar　aa－Darb　a！－

　Mis．riya．　（r／IS．　in　the　D”ar　al－Kutub　．il－1．Y・li“’riya）　一　A．　S．　Ehrenlgreutz　：　Extracts

　frome　tlie　Technical　Manual　on　the　Ayyabid　A・lint　in　Cairo．　（BSOAS．，　195’　3，　Vol．

　XV，　Part　3．）小引のアラビア諮テキストに拠る。　　　　37）フY7　．一リズミーの書には，

　これら7種の金属を天体に配して呼んだ呼名をあげている。金を太陽，銀を月，鋼を金星，鉛

　を土鑑，鉄を火羅，そして最：後に，kh飴糞蛾　をF水星」　ぐ戚欲id）によって淡わしている

　（Khw蝕z．，147，9－13．）。　Ruska，　XViedemann両氏の詳細な馴致（∫勘．　cl．　Physih・B，feclt」。

　Soxt．　i・n　E・ylangen，56－57，1924－25．）（註！5）が示すように，　Kスラーム錬金衛者のあいだ

　では，この技術を一一般に秘するため，素材としての7種の金属にたいして，きわめて雑多な締

　名が，しかもかなり恣意的にあたえられている。天体の名称に託した霜の緯名は，その一例で

　あって，爾氏が論拠ときれたセルジ＝．　一ク朔の奮直な政治家で錬金術者であったat－Tughr盒’i

　の著作「化金石の技術に関する貴重な宝石の書」（K1槍b　a肩auhar　an－na・　d2r　flξan盒くat

　a1－ikslr・HS．　St■・　atsbibliothek　zu　Berlin）その他に拠ると，「水羅」に比せられるのは，

　ふつう「水銀」（ME　fi　U“j）であるが，いま闘題としているフワーリズミーの襟やディミシ＝キ

　一Shams　ad－Dln　a（1・Dimishq？の「撤回誌」では，　Fパール・シーエー」になっている。

　これは，これらの緯撚が，錬金術鞍の礁好や長鳶まぐれによって絶えず変翼しているからであ

　る，と（t一し．a．　O。，＄．17；S．19，　N．3）。儂し，縣民は，この語については，その名称を挙げ

一　：S2　一
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たのみで，なんの説開も附されていない。W。　Hommel氏は，この語を「硬鉛」（Hartblei）

であろうと解きれている（Z・filr　cwzbaew．　Ch－emie・∫ahrgang　XXV，　S，97，1912・）。辞書

に，「支那人がそれで鏡をつくる硬い物質」　（Steingass：1）ers．・Eng．　Dict．）とあることよ

りこの解駅は生れたのであろうが，£シー　：一」を「支那の」とするには幾分の危惧もある。

筆者が，この語を「アンチモニー」と解する論拠は次の知し。フワーリズミーの轡に，次のよ

うにみえる。「それは，実在しないもののように珍しい物質である。」（Kllwarz．，147，10．）と。

アクバル会典に次のようにある。「すべての金属を構成している硫黄と水銀の劉合を調整する

ことにより，金・銀・銅・鉄・錫・鉛，及びxar一晦宝の7つの肉体が生じる」と（Aln．，34，

23－35，8．）。　ヂもし，こ硫黄と水銀を〕混含したのち，調整するよりまえに，冷却すれば，xar－

6Sn？が挨じる。それをaahan－61nfともいう。生の赤金という意瞭である。鋼の一部〔が析幽

したもの〕とおもわれる。」（ibid．，35，！－3．）。この7種の金属を含金したものが，“haft－

j6首”　（7つの沸騰）であって，「パール・チーニー」が得られぬばあいには，残りの6種の金

属で構戚される。これを三宝儀伽とよぶ人もあるが，仮想の鋼とかんがえられる，と（ibid．，

36，6－8．）。また，上の6種の金風こ，亟鉛（rClh．　一i　tfitiya’）とkanS宝（鋼と錫の合金）を加えた

“ugt－dh2tt”（8つの金属）（dh飢・一Skrt．，　dh説u金属）という余：金があると，（ibid．，36，9－

！1．）。このアクバル会典にみえる　haEt－j6g（7つの沸騰）及び卿lq伽（．．1種の擬姓の莫鎗）

は，辞典によると，いずれも，金・銀・鋼・鉄・錫・鉛・アンチモニーの含金である（Stein－

gass，　Qp．　cit．，ρ．1502；p．807．）。そして，その7麺：のうちに，　「パール・チーエー」が含ま

れていること，また，それが亜鉛を表わす灘でないことは，撫の；氾載より開かである。また，

ふつう7種の金属のうちに数えられ一般によく知られている水銀でないことも，フワーリズミ

ー及びアクバル会典の譜銭からみて開瞭である。以上の論拠よりして，フワーリズミーにみえ

るkhars1ni及びアクバル会典の漁r－c崩をもって，アンチモニーを辮すものと推断する。

偲し，アクバル会典に，この語の別名として挙げている“ahaB趨n1”（支那の1鉄）（txhan　〈一

Aves七．　ayaieh，　Skcrt．　ayas鉄）の議源は，矯r－61niのそれとともに，筆…蓄には：不：明である。

38）　「化金石は，珂能態（qGwat）において，すべてのものに存在する。なぜなら，それは

賜元より戒り，始め結合しており（taraklcaba），〔のち分解し）澱後に，それ（鑑物質）へ

復繊する（1’aja’a）が，物質（＝金属）のうちに，可能態において存するが，現実態（fitl）に

おいて移しない。」（Khald．，505，19－21．）bi－1一（1awat（可能態における），及びbi－1・ff1（現

爽態における）の二語は，函二十世紀に現われたアリストテレスの注釈者として有名な

aレFar舗宝の著作にみえる用法である。井簡俊彦教授の解説によると，人肥の精神には子供の

ときから知性が存する。下し，それはそのまま濟空しうるのではなく，磁に「可能態にある」

のみで，これが「耕田態における」知樵となって活動するには，感覚と表墾とによる経験を経

ねばならぬ、しかしこの臼：∫能態から現実態への移行は，人閥自身の力でなきれるのではなく，

上から働きかける一鍾の知挫によって肴われる。この知性が＆レ《a（ll　al－fa’al（能動的知性）
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　とよばれるものである云々，と（「アラビア思想史」一回教神学と園教哲学一紹和16無，

東京。204－205頁）。　　　　　39）　「またそれは始源において一つであるか，それとも，そ

　れ以外のものがそれと結びついているか〔を知らねばならぬ〕。それは，この処理によって，

　均質なもの（一つのものw鋤id）になって，石と名づけられる。」（ibid．，506，3－4．）

40）　「それら〔物質〕のうちには，それから〔化金石が〕分離し（fa＄ala），作用し（Calaja），

　そして復飯する（dabbara）ことができるものがある。それは可能態から現実態へ移るもので

　ある。また，それから分離し，作用し，そして復販することができないものがある。それは可

　能態において，その〔物質の〕なかICあるにすぎないからである。」　（ibicl．，505，2！一一23．）

　41）「不調禾肩　（ikh七11盆f）のために，第1鷹の結合（aも一tarkib　a1－awwa1）において，変銘と

　消滅がおこり，調和（itti餓Φのために，第2麟の〔結合〕嘔th一撫飯1）において，それ（変

化と消滅）はなくなる。」（ibid。，506，2（レ21．）　　　　42）　「第一のことは，それらの盤

塊は，可燃性（isht臓1）で，繊細であること（漁嬢）のために，消滅するということであ

　る。」　（ibid．，507，12－13．）。　「肉体が繊細さと優雅さにおいて霊魏に似ているときに

　は，この要素（霊魂）は，肉体の中で拡がり，肉体とともにどこにでも行く。」（ibid．，508，

　2．）。　　　　　43）　「もし，かれの性質（韓b盆’iC構成要素）が，講宿している（itta・faga）

　ときには，ぎつと，偶然（aく戴のと気胸（tad2tdcl）から免れて，その霊魂は，かれの肉体か

　らぬけでることができない。そして，きっと永遠に急きる　（夏a・k蝕akh翻熱n　b短圭yan）。」

　（ibid．，506，13一・14．）　　　　　　44）　井筒俊彦　Fアラビア思想更一頃教神学と懸教暫

　学」，第二部「圏教暫学」の「アル・ガザーり一の哲学批覇論」，280－81頁。

　45）　Julius　lluska：　Alchemie　in　Spanien．　Z．　angew．　Chemie，　46，　S．　338．
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